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師・保健師が語る、ケアのポイント。熊本地震の子ど
もの心のケアに関するレポートも。

2016 年 11 月号
特集1「事例検討会を効果的に進める」
日本看護協会が開発した事例検討会の手法を中心に、
効果的な事例検討会の進め方の解説をはじめ、参考と
なる取り組み事例などをまとめる。
特集 2「私のターニングポイント」
保健師が成長するプロセスでは、さまざまな出来事や
人との出会いがある。ベテラン保健師の方々に、保健
師としての転換期（ターニングポイント）を軸に、自
らの保健師のキャリアを振り返っていただく。

2017 年 1 月号
新春座談会「 児童福祉法等の改正と今後の保健

師活動」
新たな制度下において、保健師が児童虐待予防にいか
に関わるのかを議題としながら、今後の母子保健の在
り方や保健師のアイデンティティーなどを描き出す。

特集「災害関連死を未然に防ぐ」
避難生活の長期化により持病が悪化し死亡するなど、
災害関連死に結び付きやすい事柄について、被災者の
支援に当たっている医師、歯科医師が解説する。

2017 年 3 月号
座談会「 これからの地域保健と地域福祉　
　　　～地域共生社会における『保健』の役割を考える」
公的な福祉サービスと協働して助け合いながら暮らす
「地域共生社会」は保健福祉改革を貫く基本コンセプ
ト。この動きに「保健」はどう絡んでいくか。

特集「高齢者虐待への対応　
　　～介護家族への支援に焦点を当てて」
老老介護も珍しくなくなった今日、介護家族の支援に
焦点を当て、支援の重要性を説くとともに介入方法を
紹介する。

2017 年 5 月号
特集「 保健師業務の認知度を高める」
第 1部の座談会では保健師業務を理解してもらうた
めの方策を議論。第 2部は他職種の専門家から保健
師への期待と提言。保健師の目と他職種の目で、保健
師のアピール方法を浮き彫りにする。

◉年6回、隔月〔奇数月〕1日発行
◉Ｂ5判、総100頁（本文96頁、表紙4頁）
◉価　格	 1冊あたり　1,480円（税込）、送料151円
	 年間購読　　《公費前納および個人》7,990円（税込、送料弊社負担）
	 年間購読　　《公費後納》8,878円（税込、送料弊社負担）
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